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(54) 【発明の名称】入力文字の制限方法、ネットワークシステム、及び移動情報端末

(57)【 特許 請 求 の 範 囲】

【 請求 項 １ 】

無 線通 信 回 線 網 を介 し て サ ー バコ ン ピ ュ ー タと デ ー タ の授 受 を 行 う 複数 の 移 動 情 報端 末 か

ら なる ネ ッ ト ワ ーク シ ス テ ム にお い て 、

前 記サ ー バ コ ン ピュ ー タ は 、

前 記移 動 情 報 端 末か ら の 要 求 に応 じ 該 移 動 情報 端 末 が 実行 し よ う と する ア プ リ ケ ーシ ョ ン

に 対応 し た 入 力 文字 の 制 限 指 定を 行 い 、

前 記移 動 情 報 端 末は 、

前 記ア プ リ ケ ー ショ ン 実 行 時 に入 力 可 能 と する 文 字 を 、前 記 サ ー バ コン ピ ュ ー タ から の 入

力 文字 の 制 限 指 定に よ っ て 指 定さ れ た 制 限 内の 文 字 と する と 共 に 所 定の 入 力 フ ィ ール ド に

つ いて 入 力 文 字 の切 替 機 能 を 停止 さ せ る 、

こ とを 特 徴 と す る入 力 文 字 の 制限 方 法 。

【 請求 項 ２ 】

前 記入 力 文 字 の 制限 指 定 は 入 力フ ィ ー ル ド 単位 に 行 う こと を 特 徴 と する 請 求 項 １ に記 載 の

入 力文 字 の 制 限 方法 。

【 請求 項 ３ 】

前 記入 力 文 字 の 制限 指 定 は フ ィー ル ド 内 の 文字 単 位 に 行い 得 る こ と を特 徴 と す る 請求 項 ２

に 記載 の 入 力 文 字の 制 限 方 法 。

【 請求 項 ４ 】

前 記入 力 文 字 の 制限 指 定 は ネ ット ワ ー ク を 介し て 前 記 サー バ コ ン ピ ュー タ か ら 移 動情 報 端
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末 に前 記 入 力 文 字の 制 限 を 記 述し た 入 力 文 字制 限 デ ー タを 送 信 す る こと に よ り 行 なう こ と

を 特徴 と す る 請 求項 １ 乃 至 ３ のい ず れ か １ 項に 記 載 の 入力 文 字 の 制 限方 法 。

【 請求 項 ５ 】

前 記入 力 文 字 制 限デ ー タ は 前 記移 動 情 報 端 末に よ っ て 解析 さ れ 、 該 移動 情 報 端 末 は前 記 入

力 文字 制 限 デ ー タの 解 析 結 果 に基 づ い て 入 力時 に 前 記 入力 文 字 の 制 限を 行 う こ と を特 徴 と

す る請 求 項 ４ に 記載 の 入 力 文 字の 制 限 方 法 。

【 請求 項 ６ 】

前 記入 力 文 字 の 制限 指 定 は 、 文字 の 種 類 及 びそ の 属 性 を指 定 し て な るこ と を 特 徴 とす る 請

求 項１ 記 載 の 入 力文 字 の 制 限 方法 。

【 請求 項 ７ 】

前 記属 性 の 指 定 は、 全 角 、 半 角の 別 及 び 文 字サ イ ズ の 指定 を 含 む こ とを 特 徴 と す る請 求 項

６ 記載 の 入 力 文 字の 制 限 方 法 。

【 請求 項 ８ 】

前 記入 力 文 字 の 制限 指 定 は 、 文字 長 の 指 定 を含 む こ と を特 徴 と す る 請求 項 １ 記 載 の入 力 文

字 の制 限 方 法 。

【 請求 項 ９ 】

無 線通 信 回 線 網 を介 し て サ ー バコ ン ピ ュ ー タと デ ー タ の授 受 を 行 う 複数 の 移 動 情 報端 末 か

ら なる ネ ッ ト ワ ーク シ ス テ ム にお い て 、

前 記サ ー バ コ ン ピュ ー タ は 、

入 力文 字 の 制 限 を行 う た め の 入力 文 字 制 限 デー タ を 記 憶し た メ モ リ と、

前 記各 移 動 情 報 端末 か ら 送 信 され る デ ー タ を受 信 す る 受信 手 段 と 、

こ の受 信 手 段 が 前記 移 動 情 報 端末 か ら 受 信 した キ ー 入 力を 要 す る ア プリ ケ ー シ ョ ンの 実 行

に 伴う 要 求 を 受 信し た と き 、 この ア プ リ ケ ーシ ョ ン に 応じ た 入 力 文 字の 制 限 を 行 うた め の

入 力文 字 制 限 デ ータ を 前 記 メ モリ か ら 取 り 出し て 前 記 要求 送 信 元 の 移動 情 報 端 末 に送 信 す

る 送信 手 段 と 、 を備 え 、

前 記移 動 情 報 端 末は 、

前 記サ ー バ コ ン ピュ ー タ か ら 送信 さ れ る デ ータ を 受 信 する 受 信 手 段 と、

こ の受 信 手 段 が 前記 サ ー バ コ ンピ ュ ー タ か ら受 信 し た 入力 文 字 制 限 デー タ を 解 析 する 解 析

手 段と 、

こ の解 析 手 段 の 解析 結 果 に 基 づい て 、 前 記 アプ リ ケ ー ショ ン の 実 行 に伴 い キ ー 入 力さ れ る

文 字の 制 限 を 行 うと 共 に 所 定 の入 力 フ ィ ー ルド の 入 力 文字 の 切 替 機 能停 止 を 行 う 入力 文 字

制 限制 御 手 段 と 、

前 記サ ー バ コ ン ピュ ー タ に デ ータ を 送 信 す る送 信 手 段 と、 を 備 え た こと 、

を 特徴 と す る ネ ット ワ ー ク シ ステ ム 。

【 請求 項 １ ０ 】

無 線通 信 回 線 網 を介 し て サ ー バコ ン ピ ュ ー タと デ ー タ の授 受 を 行 う 複数 の 移 動 情 報端 末 か

ら なる ネ ッ ト ワ ーク シ ス テ ム にお け る 移 動 情報 端 末 で あっ て 、

前 記サ ー バ コ ン ピュ ー タ と の デー タ の 授 受 を制 御 す る 通信 制 御 手 段 と、

前 記通 信 制 御 手 段に よ る 制 御 下で 、 前 記 サ ーバ コ ン ピ ュー タ に 前 記 アプ リ ケ ー シ ョン の 実

行 に際 し 入 力 文 字制 限 を 行 う ため の 入 力 文 字制 限 デ ー タの 送 信 要 求 を送 信 す る 送 信手 段 と

、

前 記通 信 制 御 手 段に よ る 制 御 下で 、 前 記 サ ーバ コ ン ピ ュー タ か ら 送 信さ れ る デ ー タを 受 信

す る受 信 手 段 と 、

前 記受 信 手 段 に よっ て 受 信 さ れた 入 力 文 字 制限 デ ー タ を解 析 す る 解 析手 段 と 、

文 字を 入 力 す る キー 入 力 手 段 と、

前 記解 析 手 段 の 解析 結 果 に 基 づい て 、 前 記 アプ リ ケ ー ショ ン の 実 行 に伴 い キ ー 入 力さ れ る

文 字の 制 限 を 行 うと 共 に 所 定 の入 力 フ ィ ー ルド の 入 力 文字 の 切 替 機 能停 止 を 行 う 入力 文 字

制 限制 御 手 段 と 、

前 記サ ー バ コ ン ピュ ー タ に デ ータ を 送 信 す る送 信 手 段 と、

を 備え た こ と を 特徴 と す る 移 動情 報 端 末 。

10

20

30

40

50

( 2 ) JP  3600844  B2  2004.12.15



【 請求 項 １ １ 】

前 記入 力 文 字 制 限制 御 手 段 は 、前 記 キ ー 入 力手 段 に よ って 入 力 さ れ た文 字 を 調 べ 、そ の 入

力 文字 が 前 記 入 力文 字 制 限 デ ータ に よ っ て 指定 さ れ た 制限 内 の 文 字 でな い 場 合 に は、 そ の

文 字入 力 を 無 効 とす る こ と を 特徴 と す る 請 求項１ ０記 載の 移 動 情 報 端末 。

【 請求 項 １ ２ 】

更 に、 警 告 メ ッ セー ジ 出 力 手 段を 備 え 、 前 記入 力 文 字 制限 制 御 手 段 は、 前 記 キ ー 入力 手 段

に よっ て 入 力 さ れた 文 字 を 調 べ、 そ の 入 力 文字 が 前 記 入力 文 字 制 限 デー タ に よ っ て指 定 さ

れ た制 限 内 の 文 字で な い 場 合 には 、 そ の 文 字入 力 を 無 効と す る と 共 に前 記 警 告 メ ッセ ー ジ

出 力手 段 に 入 力 文字 が 無 効 で ある こ と を 意 味す る メ ッ セー ジ を 出 力 させ る こ と 、 を特 徴 と

す る請 求 項１ ０記 載の 移 動 情 報 端末 。

【 請求 項 １ ３ 】

前 記入 力 文 字 制 限制 御 手 段 は 、前 記 キ ー 入 力手 段 に よ って 入 力 さ れ た文 字 を 調 べ 、そ の 入

力 文字 が 前 記 入 力文 字 制 限 デ ータ に よ っ て 指定 さ れ た 制限 内 の 文 字 の場 合 に 前 記 入力 文 字

制 限デ ー タ に よ って 指 定 さ れ た属 性 コ ー ド を付 加 す る こと を 特 徴 と する 請 求 項１ ０記 載 の

移 動情 報 端 末 。

【 発明 の 詳 細 な 説明 】

【 ００ ０ １ 】

【 発明 の 属 す る 技術 分 野 】

本 発明 は 、 ネ ッ トワ ー ク シ ス テム に お け る移 動 情 報端 末 側で の 入 力 文字 切 り 換 え 技術 に 関

し 、特 に 、 サ ー バコ ン ピ ュ ー タか ら移 動情 報端末 の 入 力 文 字制 限 を 行 う こと に よ り 、移 動

情 報端 末で の 文 字 モ ード の 切 り 換 えを 自 動 的 に 行う入 力文 字 制 限 技 術に 関 す る 。

【 ００ ０ ２ 】

【 背景 技 術 】

通 常、 Ｐ Ｈ Ｓ の よう な移 動 情 報 端末で は配 置 さ れ て いる キ ー の 数 が少 な い の で 文字 デ ー タ

（ 記号 を 含 む ） をキ ー 入 力 す る場 合 、 一 つ のキ ー に 数 字、 英 字 、 仮 名、 記 号 等 の いく つ も

の 意味 を 持 た せ 、シ フ ト キ ー 操作 等 に よ る 切り 換 え 操 作を 行 な っ て 必要 な 文 字 入 力を 行 う

よ うに し て い る 。

【 ００ ０ ３ 】

た とえ ば 、 電 源 ボタ ン に シ フ トキ ー 機 能 を 割り 当 て 電 源投 入 時 の 初 期状 態 で は 「 数字 入 力

モ ード 」 と し 、 数字 キ ー 「 １ 」～ 「 ９ 」 、 「０ 」 の い ずれ か を 操 作 する と 数 字 が 入力 さ れ

、 電源 キ ー を 軽 く１ 回 押 す と 「か な 入 力 モ ード 」 に 切 り換 え ら れ 、 数字 キ ー 「 １ 」を 押 す

と 「あ 」 行 の か な入 力 が 可 能 とな り 、 さ ら に数 字 キ ー 「２ 」 を 押 す とか な 「 い 」 が入 力 さ

れ る。 す な わ ち 、２ 桁 の 数 字 を入 力 す る こ とに よ り 任 意の か な を 入 力す る こ と が でき る 。

さ らに 電 源 キ ー を１ 回 押 す と 「英 字 入 力 モ ード 」 と な り、 こ の 場 合 も２ 桁 の 数 字 入力 に よ

り 英字 及 び 記 号 を入 力 す る こ とが で き る 。 この よ う に して 入 力 キ ー がき わ め て 少 ない 端 末

で も特 定 キ ー を 用い て 切 り 換 え操 作 を す る こと に よ り 、様 々 な 文 字 を入 力 す る こ とが で き

る 。

【 ００ ０ ４ 】

【 ００ ０ ５ 】

【 発明 が 解 決 し よう と す る 課 題】

上 述し た 携 帯 通 信端 末 の よ う な入 力 キ ー が 少な い 端 末 で、 イ ン タ ー ネッ ト の コ ン テン ツ を

参 照す る よ う な 場合 に ユ ー ザ の電 話 番 号 や メー ル ア ド レス を 入 力 し なけ れ ば な ら ない よ う

な 場合 が あ る 。

【 ００ ０ ６ 】

イ ンタ ー ネ ッ ト コン テ ン ツ を 利用 し よ う と した 場 合 、 サー バ か ら 図 ９の 例 に 示 す よう な ユ

ー ザ登 録 用 の 入 力フ ィ ー ル ド が示 さ れ た と する と 、 ユ ーザ は ユ ー ザ 情報 （ 郵 便 番 号、 住 所

、 氏名 、 年 齢 、 職業 、 電 話 番 号、 メ ー ル ア ドレ ス ） を 各フ ィ ー ル ド に順 次 入 力 す ると き 、

次 のよ う な 動 作 を行 う 。

（ １） 切 り 換 え キー を 操 作 し て文 字 入 力 モ ード を 「 半 角数 字 入 力 モ ード 」 に 切 り 換え て か

ら 、郵 便 番 号 を キー 入 力 し 、 （２ ） 切 り 換 えキ ー を 操 作し て 文 字 入 力モ ー ド を 「 かな 入 力
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モ ード 」 に 切 り 換え て か ら 住 所を キ ー 入 力 し、 （ ３ ） （切 り 換 え キ ーの 操 作 な し で「 か な

入 力モ ー ド 」 の まま ） 氏 名 を キー 入 力 し 、 （４ ） 切 り 換え キ ー を 操 作し て 文 字 入 力モ ー ド

を 「半 角 数 字 入 力モ ー ド 」 に 切り 換 え て か ら年 齢 を キ ー入 力 し 、 （ ５） 切 り 換 え キー を 操

作 して 文 字 入 力 モー ド を 「 か な入 力 モ ー ド 」に 切 り 換 えて か ら 職 業 をキ ー 入 力 し 、（ ６ ）

切 り換 え キ ー を 操作 し て 文 字 入力 モ ー ド を 「半 角 数 字 入力 モ ー ド 」 に切 り 換 え て から 電 話

番 号を キ ー 入 力 し、 （ ７ ） 切 り換 え キ ー を 操作 し て 文 字入 力 モ ー ド を「 半 角 英 字 入力 モ ー

ド 」に 切 り 換 え てか ら メ ー ル アド レ ス を キ ー入 力 す る 。

【 ００ ０ ７ 】

上 述し た よ う に 切り 換 え を 行 った と し て も 、実 際 に は 電話 番 号 を 入 力す る フ ィ ー ルド に 英

字 やか な 文 字 が 入っ て し ま う こと が あ る （ すな わ ち 、 端末 は 入 力 さ れた 文 字 を 文 字入 力 モ

ー ドが 意 味 す る 文字 コ ー ド に 変換 す る だ け で、 入 力 さ れる 文 字 の 種 類等 を チ ェ ッ クし て い

る わけ で は な い ）。 ま た 、 上 記入 力 モ ー ド の切 り 換 え は１ 回 の キ ー 操作 で 行 え る 場合 も あ

る が、 半 角 英 字 入力 の 場 合 の よう に 切 り 換 えキ ー 操 作 を２ 回 （ 英 字 入力 へ の 切 り 換え 操 作

と 、半 角 文 字 指 定操 作 ） 行 う 必要 が あ る 場 合も あ り 、 ユー ザ は 文 字 入力 モ ー ド の 切り 換 え

に 手間 が か か る と共 に 、 切 り 換え 時 の 操 作 ミス が 多 発 し、 ユ ー ザ に とっ て キ ー 入 力が し に

く いと い っ た 問 題点 が あ っ た 。

【 ００ ０ ８ 】

ま た、 上 述 し た パソ コ ン や ワ ーク ス テ ー シ ョン 等 の よ うな 入 力 キ ー ボー ド を 備 え た端 末 で

も 切り 換 え 操 作 が必 要 で あ る ため 、 切 り 換 え操 作 が 正 しく 行 わ れ た かど う か の 保 証、 す な

わ ち、 入 力 フ ィ ール ド に 実 際 に入 力 さ れ た 文字 列 の サ ーバ が 指 定 し た文 字 列 と 一 致し て い

る かど う か の 保 証が な い と い った 問 題 点 が あっ た 。 た とえ ば 、 図 ７ の例 で 、 ユ ー ザが 入 力

フ ィー ル ド ７ ２ を電 話 番 号 欄 と間 違 っ て 「 半角 数 字 モ ード 」 切 り 換 え操 作 を 行 い 、電 話 番

号 （こ の 例 で は 半角 数 字 ） を 入力 し て も 端 末は そ の ま ま数 字 コ ー ド に変 換 し て サ ーバ コ ン

ピ ュー タ に 送 信 して し ま う と いっ た 問 題 点 があ っ た 。

【 ００ ０ ９ 】

本 発明 は 、 上 記 問題 点 を 解 決 する た め に な され た も の であ り 、 イ ン ター ネ ッ ト 等 のネ ッ ト

ワ ーク シ ス テ ム にお い て 、 移 動情 報 端 末 側 での キ ー 入 力時 に 生 じ う る入 力 フ ィ ー ルド の 入

力 モー ド の 切 り 換え 操 作 の 誤 りに よ る 入 力 ミス の 発 生 を防 止 し 得 る 、入 力 文 字 の 制限 方 法

、 ネッ ト ワ ー ク シス テ ム、及 び 移 動情 報 端 末 の 提供 を 目 的 と する 。

【 ００ １ ０ 】

【 課題 を 解 決 す るた め の 手 段 】

上 記課 題 を 解 決 する た め に 、 第１ の 発 明 の 入力 文 字 の 制限 方 法 は 、無 線通 信 回 線 網 を介 し

て サー バ コ ン ピ ュー タ と デ ー タの 授 受 を 行 う複 数 の 移 動情 報 端 末 か らな る ネ ッ ト ワー ク シ

ス テム に お い て 、サ ー バ コ ン ピュ ー タ は 、 移動 情 報 端 末か ら の 要 求 に応 じ 該 移 動 情報 端 末

が 実行 し よ う と する ア プ リ ケ ーシ ョ ン に 対 応し た 入 力 文字 の 制 限 指 定を 行 い 、 移 動情 報 端

末 は、 ア プ リ ケ ーシ ョ ン 実 行 時に 入 力 可 能 とす る 文 字 をサ ー バ コ ン ピュ ー タ か ら の入 力 文

字 の制 限 指 定 に よっ て 指 定 さ れた 制 限 内 の 文字 と す る と共 に 所 定 の 入力 フ ィ ー ル ドに つ い

て 入力 文 字 の 切 替機 能 を 停 止 させ る 、

こ とを 特 徴 と す る。

【 ００ １ １ 】

ま た、 第 ２ の 発 明は 上 記 第 １ の発 明 の 入 力 文字 の 制 限 方法 に お い て 、入 力 文 字 の 制限 指 定

は 入力 フ ィ ー ル ド単 位 に 行 う こと を 特 徴 と する 。

【 ００ １ ２ 】

ま た、 第 ３ の 発 明は 上 記 第 ２ の発 明 の 入 力 文字 の 制 限 方法 に お い て 、入 力 文 字 の 制限 指 定

は フィ ー ル ド 内 の文 字 単 位 に 行い 得 る こ と を特 徴 と す る。

【 ００ １ ３ 】

ま た、 第 ４ の 発 明は 上 記 第 １ 乃至 ３ の い ず れか の 発 明 の入 力 文 字 の 制限 方 法 に お いて 、  

入 力文 字 の 制 限 指定 は ネ ッ ト ワー ク を 介 し てサ ー バ コ ンピ ュ ー タ か ら移 動 情 報 端末に 入 力

文 字の 制 限 を 記 述し た入 力 文 字 制限 デ ー タを 送 信 する こ と に よ り行 な う こ と を特 徴 と す る

。
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【 ００ １ ４ 】

ま た、 第 ５ の 発 明は 上 記 第４の 発 明 の 入 力文 字 の 制 限 方法 に お い て 、入 力 文 字 制限 デ ー タ

は 移動 情 報 端 末に よっ て 解 析 さ れ、該 移動 情 報 端 末 は入 力 文 字 制 限デ ー タ の 解 析結 果 に基

づ いて 入 力 時 に 入力 文 字 の 制 限を 行 う こ と を特 徴 と す る。

【 ００ １ ５ 】

ま た、 第 ６ の 発 明は 上 記 第１の 発 明 の 入 力文 字 の 制 限 方法 に お い て 、入 力 文 字 の 制限 指 定

は 、文 字 の 種 類 及び そ の 属 性 を指 定 し て な るこ と を 特 徴と す る 。

【 ００ １ ６ 】

ま た、 第 ７ の 発 明は 上 記 第 ６ の発 明 の 入 力 文字 の 制 限 方法 に お い て 、属 性 の 指 定 は、 全 角

、 半角 の 別 及 び 文字 サ イ ズ の 指定 を 含 む こ とを 特 徴 と する 。

【 ００ １ ７ 】

ま た、 第 ８ の 発 明は 上 記 第１の 発 明 の 入 力文 字 の 制 限 方法 に お い て 、入 力 文 字 の 制限 指 定

は 、文 字 長 の 指 定を 含 む こ と を特 徴 と す る 。

【 ００ １ ８ 】

ま た、 第 ９ の 発 明の ネ ッ ト ワ ーク シ ス テ ム は、 無 線 通 信回 線 網 を 介 して サ ー バ コ ンピ ュ ー

タ とデ ー タ の 授 受を 行 う 複 数 の移 動 情 報 端 末か ら な る ネッ ト ワ ー ク シス テ ム に お いて 、 サ

ー バコ ン ピ ュ ー タは 、 移 動 端 末側 で の キ ー 入力 に よ る 入力 文 字 の 制 限を 行 う た め の入 力 文

字 制限 デ ー タ を 記憶 し た メ モ リと 、 各 移 動 情報 端 末 か ら送 信 さ れ る デー タ を 受 信 する 受 信

手 段と 、 こ の 受 信手 段 が 移 動 情報 端 末 か ら 受信 し た キ ー入 力 を 要 す るア プ リ ケ ー ショ ン の

実 行に 伴 う 要 求 を受 信 し た と き、 こ の ア プ リケ ー シ ョ ンに 応 じ た 入 力文 字 の 制 限 を行 う た

め の入 力 文 字 制 限デ ー タ を メ モリ か ら 取 り 出し て 要 求 送信 元 の 移 動 情報 端 末 に 送 信す る 送

信 手段 と 、 を 備 え、 移 動 情 報 端末 は 、 サ ー バコ ン ピ ュ ータ か ら 送 信 され る デ ー タ を受 信 す

る 受信 手 段 と 、 この 受 信 手 段 が前 記 サ ー バ コン ピ ュ ー タか ら 受 信 し た入 力 文 字 制 限デ ー タ

を 解析 す る 解 析 手段 と 、 こ の 解析 手 段 の 解 析結 果 に 基 づい て 、 ア プ リケ ー シ ョ ン の実 行に

伴 いキ ー 入 力 さ れる 文 字 の 制 限を 行 う と 共 に所 定 の 入 力フ ィ ー ル ド の入 力 文 字 の 切替 機 能

停 止を 行 う 入 力 文字 制 限 制 御 手段 と 、 サ ー バコ ン ピ ュ ータ に デ ー タ を送 信 す る 送 信手 段 と

、 を備 え た こ と 、を 特 徴 と す る。

【 ００ ２ ０ 】

  ま た 、 第 １１ の 発 明 の 移動 情 報 端 末 は、 無 線 通 信 回線 網 を 介 して サ ー バ コ ンピ ュ ー タ と

デ ータ の 授 受 を 行う 複 数 の 移 動情 報 端 末 か らな る ネ ッ トワ ー ク シ ス テム に お け る 移動 情 報

端 末で あ っ て 、 サー バ コ ン ピ ュー タ と の デ ータ の 授 受 を制 御 す る 通 信制 御 手 段 と 、通 信 制

御 手段 に よ る 制 御下 で 、 サ ー バコ ン ピ ュ ー タに ア プ リ ケー シ ョ ン の 実行 に 際 し 入 力文 字 制

限 を行 う た め の 入力 文 字 制 限 デー タ の 送 信 要求 を 送 信 する 送 信 手 段 と、 通 信 制 御 手段 に よ

る 制御 下 で 、 サ ーバ コ ン ピ ュ ータ か ら 送 信 され る デ ー タを 受 信 す る 受信 手 段 と 、 受信 手 段

に よっ て 受 信 さ れた 入 力 文 字 制限 デ ー タ を 解析 す る 解 析手 段 と 、 文 字を 入 力 す る キー 入 力

手 段と 、 解 析 手 段の 解 析 結 果 に基 づ い て 、 アプ リ ケ ー ショ ン の 実 行 に伴 い キ ー 入 力さ れ る

文 字の 制 限 を 行 うと 共 に 所 定 の入 力 フ ィ ー ルド の 入 力 文字 の 切 替 機 能停 止 を 行 う 入力 文 字

制 限制 御 手 段 と 、サ ー バ コ ン ピュ ー タ に デ ータ を 送 信 する 送 信 手 段 と、 を 備 え た こと を 特

徴 とす る 。

【 ００ ２ １ 】

  ま た 、 第 １２ の 発 明 は 上記 第 １ １ の 発明 の 移 動 情 報端 末 に お いて 、 入 力 文 字制 限 制 御 手

段 は、 キ ー 入 力 手段 に よ っ て 入力 さ れ た 文 字を 調 べ 、 その 入 力 文 字 が入 力 文 字 制 限デ ー タ

に よっ て 指 定 さ れた 制 限 内 の 文字 で な い 場 合に は 、 そ の文 字 入 力 を 無効 と す る こ とを 特 徴

と する 。

【 ００ ２ ２ 】

  ま た 、 第 １３ の 発 明 は 上記 第 １ ２ の 発明 の 移 動 情 報端 末 に お いて 、 更 に 、 警告 メ ッ セ ー

ジ 出力 手 段 を 備 え、 入 力 文 字 制限 制 御 手 段 は、 キ ー 入 力手 段 に よ っ て入 力 さ れ た 文字 を 調

べ 、そ の 入 力 文 字が 入 力 文 字 制限 デ ー タ に よっ て 指 定 され た 制 限 内 の文 字 で な い 場合 に は

、 その 文 字 入 力 を無 効 と す る と共 に 前 記 警 告メ ッ セ ー ジ出 力 手 段 に 入力 文 字 が 無 効で あ る

こ とを 意 味 す る メッ セ ー ジ を 出力 さ せ る こ と、 を 特 徴 とす る
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【 ００ ２ ３ 】

  ま た 、 第 １４ の 発 明 は 上記 第 １ １ の 発明 の 移 動 情 報端 末 に お いて 、 入 力 文 字制 限 制 御 手

段 は、 キ ー 入 力 手段 に よ っ て 入力 さ れ た 文 字を 調 べ 、 その 入 力 文 字 が入 力 文 字 制 限デ ー タ

に よっ て 指 定 さ れた 制 限 内 の 文字 の 場 合 に 入力 文 字 制 限デ ー タ に よ って 指 定 さ れ た属 性 コ

ー ドを 付 加 す る こと を 特 徴 と する 。

【 ００ ２ ４ 】

【 ００ ２ ５ 】

【 発明 の 実 施 の 形態 】

［ 概要 ］

図 １は 本 発 明 の 入力 文 字 の 制 限方 法 を 適 用 した ネ ッ ト ワー ク シ ス テ ムの 一 実 施 例 を示 す 図

で あり 、 （ ａ ） はネ ッ ト ワ ー クと し て 無 線 通信 回 線 網 を用 い 、 ク ラ イア ン ト コ ン ピュ ー タ

と して Ｐ Ｈ Ｓ 端 末等 の 移 動 情 報端 末 を 用 い た例 、 （ ｂ ）は ネ ッ ト ワ ーク と し て 公 衆回 線 網

を 用い 、 ク ラ イ アン ト コ ン ピ ュー タ と し て 固定 情 報 端 末（ 以 下 、 電 源を オ フ ィ ス や家 屋 等

の 屋内 配 線 と の ケー ブ ル 接 続 によ り 得 て い るパ ソ コ ン や、 電 話 機 、 ファ ク シ ミ リ 装置 等 の

情 報端 末 を い う ）を 用 い た 例 を示 す 。

【 ００ ２ ６ 】

図 １（ ａ ） の 例 では 、 サ ー バ コン ピ ュ ー タ （以 下 、 サ ーバ ） １ は イ ンタ ー ネ ッ ト 等の ネ ッ

ト ワー ク ２ に 接 続す る と 共 に 、無 線 基 地 局 ３を 介 し て ＰＨ Ｓ 端 末 ５ －１ ， ・ ・ ・ 、５ － ｎ

と 接続 し て お り 、サ ー バ １ は ＰＨ Ｓ 端 末 ５ から の デ ー タ送 信 要 求 時 に、 端 末 側 で キー 入 力

す る文 字 （ 記 号 を含 む ） の 種 類や 属 性 を 制 限す る た め の入 力 文 字 制 限指 定 デ ー タ を送 信 す

る こと が で き る 。

【 ００ ２ ７ 】

Ｐ ＨＳ 端 末 ５ は サー バ １ か ら 入力 文 字 制 限 指定 デ ー タ を受 信 す る と その 内 容 に 基 づい て ユ

ー ザに よ っ て キ ー入 力 さ れ る 文字 を 制 限 し 、制 限 の 範 囲内 で 入 力 さ れた 文 字 列 （ コー ド ）

を サー バ １ に 送 信す る 。 な お 、こ の 例 で は 移動 情 報 端 末と し て Ｐ Ｈ Ｓ端 末 を 示 し たが 、 こ

れ に限 定 さ れ な い（ 無 線 通 信 回線 を 介 し て サー バ と 接 続す る ク ラ イ アン ト で あ れ ばよ い （

例 えば 、 携 帯 型 移動 電 話 、 モ バイ ル と し て 知ら れ る 携 帯型 情 報 入 力 装置 等 ） ） 。

【 ００ ２ ８ 】

図 １（ ｂ ） の 例 では 、 サ ー バ １’ は イ ン タ ーネ ッ ト 等 のネ ッ ト ワ ー ク２ に 接 続 す ると 共 に

、 交換 機 ４ を 介 して パ ソ コ ン ６， ・ ・ や 電 話機 ７ ， ・ ・や フ ァ ク シ ミリ 装 置 ８ ， ・・ と 接

続 して お り 、 サ ーバ １ ’ は 図 １（ ａ ） の 場 合と 同 様 に これ ら 端 末 （ ６， ７ ， ８ ） から の デ

ー タ送 信 要 求 時 に、 端 末 側 で キー 入 力 す る 文字 の 種 類 や属 性 を 制 限 する た め の 入 力文 字 制

限 指定 デ ー タ を 送信 す る こ と がで き る 。 同 様に 、 端 末 （６ ， ７ ， ８ ）は サ ー バ １ ’か ら 入

力 文字 制 限 指 定 デー タ を 受 信 する と そ の 内 容に 基 づ い てユ ー ザ に よ って キ ー 入 力 され る 文

字 を制 限 し 、 制 限の 範 囲 内 で 入力 さ れ た 文 字列 を サ ー バ１ ’ に 送 信 する 。 な お 、 この 例 で

は 公衆 通 信 回 線 網を 介 し て サ ーバ と 端 末 （ クラ イ ア ン ト） が デ ー タ を授 受 す る 例 を示 し た

が 、公 衆 通 信 回 線網 に 限 定 さ れな い （ 通 信 ネッ ト ワ ー クで あ れ ば よ い） 。 ま た 、 この 例 で

は 、パ ソ コ ン 、 電話 機 及 び フ ァク シ ミ リ 装 置を 情 報 端 末の 例 と し て 示し た が 、 本 発明 を 適

用 可能 な 情 報 端 末の 種 類 は こ れら に 限 定 さ れな い 。

【 ００ ２ ９ 】

１ ．   サ ー バ

［ サー バ の 主 要 構成 ］

図 ２は 本 発 明 の 適用 可 能 な サ ーバ ２ ０ の 主 要構 成 を 示 すブ ロ ッ ク 図 であ る 。

図 ２で 、 サ ー バ ２０ は デ ー タ 送受 信 部 ２ １ と、 制 御 部 ２２ ， 保 存 記 憶メ モ リ ２ ３ ，入 力 手

段 ２４ 及 び 文 字 制限 指 定 デ ー タ作 成 手 段 ２ ５を 備 え て いる 。

【 ００ ３ ０ 】

デ ータ 送 受 信 部 ２１ は 、 通 信 制御 手 段 ２ １ －２ の 制 御 下で ネ ッ ト ワ ーク か ら の デ ータ を 受

信 し、 受 信 デ ー タを デ コ ー ド して 受 信 バ ッ ファ に 記 憶 する 受 信 回 路 から な る 受 信 手段 ２ １

－ １と 、 ネ ッ ト ワー ク と の プ ロト コ ル の 確 立等 と 受 信 手段 ２ １ － １ 及び 送 信 手 段 ２１ － ３

に よる ネ ッ ト ワ ーク と の デ ー タの 授 受 を 制 御す る 通 信 制御 手 段 ２ １ －２ と 、 送 信 デー タ を
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ネ ット ワ ー ク に 送信 す る 送 信 回路 か ら な る 送信 手 段 ２ １－ ３ を 有 し てい る 。 ま た 、制 御 部

２ ２は Ｃ Ｐ Ｕ 及 びそ の 周 辺 回 路か ら な り 、 サー バ 全 体 の制 御 を 行 な うと 共 に 、 文 字制 限 指

定 デー タ 作 成 手 段２ ５ に よ る 入力 文 字 デ ー タ制 限 指 定 デー タ 作 成 制 御及 び 端 末 へ の入 力 文

字 デー タ 制 限 指 定デ ー タ の 送 信タ イ ミ ン グ の制 御 を 行 う。

【 ００ ３ １ 】

ま た、 入 力 部 ２ ４は 図 ３ に 示 した よ う な 入 力制 限 指 定 デー タ 作 成 用 のデ ー タ を キ ー入 力 す

る ため の キ ー を 備え て い る 。

【 ００ ３ ２ 】

ま た、 文 字 制 限 指定 デ ー タ 作 成手 段 ２ ５ は キー 入 力 さ れた 入 力 制 限 指定 デ ー タ 作 成用 デ ー

タ から 図 ３ に 示 すよ う な 入 力 制限 指 定 デ ー タを 作 成 す る。 文 字 制 限 指定 デ ー タ 作 成手 段 ２

５ は実 施 例 で は プロ グ ラ ム で 構成 さ れ 、 プ ログ ラ ム 用 格納 メ モ リ に 格納 さ れ て い る。

【 ００ ３ ３ 】

［ 入力 文 字 制 限 指定 デ ー タ の 例］

図 ３は 入 力 文 字 制限 指 定 デ ー タの 一 実 施 例 を示 す 図 で あり 、 入 力 文 字制 限 指 定 デ ータ を 入

力 フィ ー ル ド 定 義デ ー タ の 一 部と し た 例 で ある 。 入 力 フィ ー ル ド 定 義デ ー タ ３ ０ は図 ３ に

示 すよ う に 、 入 力フ ィ ー ル ド 単位 （ 最 小 文 字数 ＝ １ ） に作 成 さ れ 、 入力 フ ィ ー ル ドの 位 置

（ 行及 び 列 、 あ るい は 座 標 で 示す こ と が で きる ） を 格 納す る 位 置 デ ータ 格 納 欄 ３ １， 入 力

文 字数 （ 文 字 長 ）を 格 納 す る 文字 数 欄 ３ ２ ，文 字 の 種 類（ 英 字 、 数 字、 記 号 、 か な、 カ タ

カ ナ等 ） を 指 定 する デ ー タ （ 実施 例 で は 文 字種 コ ー ド ）を 格 納 す る 文字 種 欄 ３ ３ ，及 び 全

角 ・半 角 の 別 や 文字 サ イ ズ 等 の属 性 を 指 定 する デ ー タ （実 施 例 で コ ード ） を 格 納 する 属 性

欄 ３４ を 有 し て いる 。 こ こ で 、文 字 数 欄 ３ ２～ 属 性 欄 ３４ に 格 納 さ れる 各 デ ー タ は入 力 文

字 制限 指 定 デ ー タを 構 成 す る （文 字 数 ＝ １ とす れ ば 、 １文 字 単 位 の 指定 も 可 能 と なる ） 。

【 ００ ３ ４ 】

ま た、 図 ３ の 例 では 入 力 フ ィ ール ド 定 義 デ ータ 中 に 入 力文 字 制 限 指 定デ ー タ を 格 納す る よ

う にし た が 、 入 力文 字 制 限 指 定デ ー タ の み を作 成 す る よう に し て も よい 。 ま た 、 図８ の 例

に 示す よ う に 入 力文 字 制 限 指 定文 を Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ形 式 の フ ァイ ル に 記 述 する よ う に し ても よ い

。

【 ００ ３ ５ 】

［ サー バ 側 の 動 作例 ］

図 ４は 本 発 明 に 基づ く 入 力 文 字の 制 限 を 行 う場 合 の サ ーバ 側 の 動 作 例を 示 す フ ロ ーチ ャ ー

ト であ る 。

【 ００ ３ ６ 】

ス テッ プ Ｓ １ ： （入 力 文 字 制 限指 定 用 デ ー タの 作 成 ）

制 御部 ２ ２ は 文 字制 限 指 定 デ ータ 作 成 手 段 ２５ に 基 づ いて オ ペ レ ー タに 入 力 文 字 制限 指 定

デ ータ 作 成 用 の デー タ の 入 力 を促 し 、 入 力 があ る と 図 ３に 示 す よ う な入 力 文 字 制 限指 定 デ

ー タを 作 成 す る 。な お 、 図 ８ に示 す よ う な ＨＴ Ｍ Ｌ 形 式の フ ァ イ ル とし て 記 述 す るよ う に

し ても よ い （ こ の場 合 、 イ ン ター ネ ッ ト ２ を介 し て 他 のサ ー バ か ら 送ら れ て き た ＨＴ Ｍ Ｌ

フ ァイ ル で も よ い） 。 ま た 、 入力 文 字 数 （ 文字 長 ） を １に 指 定 し て 、入 力 フ ィ ー ルド 中 の

特 定の 位 置 の 文 字の 種 類 を 指 定す る よ う に する こ と も でき る 。

【 ００ ３ ７ 】

ス テッ プ Ｓ ２ ： （指 定 デ ー タ の保 存 記 録 ）

制 御部 ２ ２ は フ ラッ シ ュ メ モ リ、 磁 気 デ イ スク 、 又 は 光デ イ ス ク の よう な 保 存 記 憶メ モ リ

２ ３に 上 記 ス テ ップ Ｓ １ で 作 成さ れ た 入 力 文字 制 限 指 示デ ー タ を 保 存す る （ 保 存 記憶 メ モ

リ ２３ に は 各 種 タイ プ の 入 力 文字 制 限 指 示 デー タ を 保 存で き る の で 、サ ー バ は 端 末の 要 求

す るア プ リ ケ ー ショ ン に 応 じ て入 力 文 字 制 限指 定 デ ー タを 読 み 出 す こと が で き る ）。

【 ００ ３ ８ 】

ス テッ プ Ｓ ３ ： （送 信 タ イ ミ ング の 監 視 ）

制 御部 ２ ２ は 端 末か ら の 要 求 信号 を 監 視 し 、端 末 側 で キー 入 力 を 要 する ア プ リ ケ ーシ ョ ン

の 実施 要 求 が あ るか 否 か を 監 視し 、 そ の よ うな 実 施 要 求信 号 を 受 信 手段 ２ １ － １ が受 信 し

た 場合 に は Ｓ ４ に遷 移 す る 。
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【 ００ ３ ９ 】

ス テッ プ Ｓ ４ ： （入 力 制 限 指 定デ ー タ の 送 信）

制 御部 ２ ２ は そ の端 末 の 要 求 する ア プ リ ケ ーシ ョ ン 用 の入 力 制 限 指 示デ ー タ を 保 存記 憶 メ

モ リ２ ３ か ら 取 り出 し て 送 信 手段 ２ １ － ３ を介 し て そ の端 末 に 送 信 する 。

【 ００ ４ ０ 】

２ ．端 末

［ 端末 の 主 要 構 成］

図 ５は 本 発 明を 適 用可 能 な 端 末 の主 要 構 成 を 示す ブ ロ ッ ク 図で あ る 。

図 ５で 、 端 末 ５ ０は デ ー タ 送 受信 部 ５ １ と 、制 御 部 ５ ２、 作 業 メ モ リ５ ３ 、 キ ー 入力 手 段

５ ４と 、解析 手 段 ５ ５及 び 表 示 手段 ５ ６ を 備 えて い る 。

【 ００ ４ １ 】

デ ータ 送 受 信 部 ５１ は 端 末 ５ ０が Ｐ Ｈ Ｓ 端 末の よ う な 無線 通 信 機 能 を備 え た 移 動 情報 端 末

の 場合 に は 通 信 制御 手 段 ５ １ －２ の 制 御 下 で所 定 周 波 数帯 の 電 波 を 受信 し 、 受 信 電波 を 復

調 して か ら デ コ ード し て 得 た 受信 デ ー タ を 受信 バ ッ フ ァに 記 憶 す る 無線 受 信 回 路 から な る

受 信手 段 ５ １ － １と 、 無 線 回 線網 （ 基 地 局 ）と の プ ロ トコ ル の 確 立 等及 び 受 信 手 段５ １ －

１ 及び 送 信 手 段 ５１ － ３ に よ る無 線 通 信 回 線網 を 介 し ての デ ー タ の 授受 を 制 御 す る通 信 制

御 手段 ５ １ － ２ と、 送 信 デ ー タを 電 波 に 変 えて 送 出 す る無 線 送 信 回 路か ら な る 送 信手 段 ５

１ －３ を 有 し て いる 。

【 ００ ４ ２ 】

ま た、 デ ー タ 送 受信 部 ５ １ は 端末 ５ ０ が パ ソコ ン の よ うな 情 報 端 末 の場 合 に は モ デム （ 図

示 せず ） を 含 み 、受 信 手 段 ５ １－ １ は 通 信 制御 手 段 ５ １－ ２ の 制 御 下で 通 信 ネ ッ トワ ー ク

か らの デ ー タ を モデ ム を 介 し て受 信 し 、 受 信バ ッ フ ァ に記 憶 す る 。 また 、 通 信 制 御手 段 ５

１ －２ は 通 信 ネ ット ワ ー ク と のプ ロ ト コ ル の確 立 等 と 通信 ネ ッ ト ワ ーク の デ ー タ の授 受 を

制 御す る 。 ま た 、送 信 手 段 ５ １－ ３ は 通 信 制御 手 段 ５ １－ ２ の 制 御 下で 送 信 バ ッ ファ の 送

信 デー タ を モ デ ムを 介 し て 通 信ネ ッ ト ワ ー クに 送 信 す る。

【 ００ ４ ３ 】

ま た、 デ ー タ 送 受信 部 ５ １ は 端末 が 電 話 機 やフ ァ ク シ ミリ 装 置 等 の 通信 情 報 端 末 装置 の 場

合 には 通 信 制 御 手段 ５ １ － ２ の制 御 下 で 公 衆通 信 回 線 網か ら の デ ー タを 受 信 す る 受信 回 路

か らな る 受 信 手 段５ １ － １ と 、送 信 デ ー タ を公 衆 通 信 回線 網 に 送 信 する 送 信 回 路 から な る

送 信手 段 ５ １ － ３を 有 し て い る。

【 ００ ４ ４ 】

ま た、 制 御 部 ５ ２は Ｃ Ｐ Ｕ 及 びそ の 周 辺 回 路か ら な る マイ ク ロ プ ロ セッ サ 構 成 を なし 、 端

末 全体 の 制 御 を 行な う と 共 に 、サ ー バ か ら 入力 文 字 制 限指 定 デ ー タ を受 信 し た 際 には 解 析

手 段５ ５ の 実 行 制御 及 び 解 析 結果 に よ る 入 力モ ー ド の 切り 換 え 制 御 を行 う 。

【 ００ ４ ５ 】

ま た、 キ ー 入 力 手段 ５ ４ は 文 字が 入 力 さ れ ると 入 力 モ ード に 応 じ た 電気 信 号 （ コ ード ） を

制 御部 ５ ２ に 送 出す る 。 ま た 、入 力 文 字 制 限指 定 デ ー タの 解 析 結 果 によ り 入 力 モ ード が 切

り 換え ら れ る 。

【 ００ ４ ６ 】

ま た、 解 析 手 段 ５５ は 受 信 し た入 力 制 限 指 定デ ー タ 作 成用 デ ー タ を 解析 し て そ の 結果 を 作

業 用メ モ リ ５ ３ に記 憶 す る 。

【 ００ ４ ７ 】

表 示手 段 ５ ６ は 液晶 デ ィ ス プ レイ 等 の 表 示 装置 か ら な り、 サ ー バ か ら送 ら れ た コ ンテ ン ツ

等 のほ か に 、 入 力文 字 や 入 力 モー ド 及 び 入 力案 内 メ ッ セー ジ 等 を 表 示す る こ と が でき る 。

【 ００ ４ ８ 】

［ 端末 側 の 動 作 例］

図 ６は 本 発 明 に 基づ く 入 力 文 字の 制 限 を 行 う場 合 の 端 末（ ク ラ イ ア ント ） 側 の 動 作例 を 示

す フロ ー チ ャ ー トで あ る 。

【 ００ ４ ９ 】

ス テッ プ Ｔ １ ： （入 力 文 字 制 限指 定 デ ー タ の解 析 ）
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端 末装 置 ５ ０ が サー バ か ら 図 ３に 示 す よ う な入 力 フ ィ ール ド 定 義 デ ータ （ 又 は 図 ８に 示 す

よ うな Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ ファ イ ル ） を 受信 し た 場 合 には 、 制 御 部５ ２ は そ れ が入 力 文 字 制 限指 定 デ

ー タを 含 む か 否 かを 調 べ 、 含 んで い る 場 合 には 解 析 手 段５ ５ に よ る 入力 文 字 制 限 指定 デ ー

タ の解 析 を 行 わ せ、 そ の 結 果 を作 業 用 メ モ リ５ ３ に 記 憶す る 。

【 ００ ５ ０ 】

ス テッ プ Ｔ ２ ： （入 力 モ ー ド の切 り 換 え ）

制 御部 ５ ２ は 作 業用 メ モ リ ５ ３に 記 憶 し た 入力 文 字 制 限デ ー タ の 解 析結 果 を 入 力 フィ ー ル

ド 単位 に 読 み 出 して 、 キ ー 入 力手 段 ５ ４ の 入力 モ ー ド を切 り 換 え る （例 え ば 、 入 力文 字 変

換 用の 文 字 コ ー ドテ ー ブ ル を 入力 文 字 制 限 デー タ に よ って 制 限 さ れ た文 字 用 の 文 字変 換 テ

ー ブル に 切 り 換 える ） 。 ま た 、制 御 部 ５ ２ はキ ー 入 力 手段 ５ ４ に 備 えら れ て い る シフ ト キ

ー 等の 文 字 入 力 切り 換 えキ ーの機 能を 停 止 さ せ る。 ま た 、 図 示し て い な い が、 こ こ で 、 制

御 部５ ２ か ら 表 示手 段 ５ ６ に 入力 す べ き 文 字の 種 類 の 表示 デ ー タ （ ある い は 入 力 モー ド 表

示 デー タ を 送 っ て表 示 （ 又 は 音声 デ ー タ を 送っ て 報 知 ）） す る よ う にし て も よ い 。

【 ００ ５ １ 】

ス テッ プ Ｔ ３ ： （制 限 内 の 文 字が 入 力 さ れ たか 否 か の 判定 ）

ユ ーザ が キ ー ボ ード ５ ４ か ら 文字 入 力 を 行 うと 、 制 御 部５ ２ は 入 力 され た 文 字 を 調べ 指 定

さ れた 制 限 内 の 文字 が 入 力 さ れた 場 合 に は Ｔ４ に 遷 移 し、 そ う で な い場 合 に 入 力 文字 を 無

効 とし て ユ ー ザ の入 力 を 待 つ 。な お 、 こ こ で、 入 力 無 効メ ッ セ ー ジ を表 示 手 段 ５ ６に 表 示

す るよ う に し て もよ い （ 音 声 出力 に よ り 報 知す る よ う にし て も よ い ）。

【 ００ ５ ２ 】

ス テッ プ Ｔ ４ ： （入 力 文 字 の 表示 及 び 送 信 バッ フ ァ へ の記 録 ）

制 御部 ５ ２ は 上 記ス テ ッ プ Ｔ ３で 入 力 さ れ た文 字 を 表 示手 段 ５ ６ に 表示 す る と 共 に、 表 示

文 字コ ー ド に 変 換し て 入 力 文 字制 限 指 定 デ ータ に よ っ て指 定 さ れ た 全角 、 半 角 の 別や 文 字

サ イズ 等 の 文 字 属性 制 御 コ ー ドと 共 に 送 信 バッ フ ァ （ 図示 せ ず ） に 記憶 す る 。

【 ００ ５ ３ 】

ス テッ プ Ｔ ５ ： （１ フ ィ ー ル ド文 の 文 字 入 力終 了 判 定 ）

制 御部 ５ ２ は １ フィ ー ル ド 分 の文 字 が 入 力 され た か 否 かを 判 定 し 、 １フ ィ ー ル ド 分の 文 字

の 入力 が 終 了 し た場 合 に は ス テッ プ Ｔ ６ に 遷移 し 、 そ うで な い 場 合 には 次 の 文 字 入力 の た

め にス テ ッ プ Ｔ ３に 戻 る 。

【 ００ ５ ４ 】

ス テッ プ Ｔ ６ ： （全 フ ィ ー ル ドの 入 力 終 了 判定 ）

制 御部 ５ ２ は 全 フィ ー ル ド に つい て 文 字 入 力が 終 了 し たか 否 か を 判 定し 、 全 フ ィ ール ド の

文 字入 力 が 終 了 した 場 合 に は 入力 モ ー ド を 標準 入 力 モ ード （ 例 え ば 、数 字 入 力 モ ード ） に

戻 して ス テ ッ プ Ｔ７ に 遷 移 し 、そ う で な い 場合 に は 次 のフ ィ ー ル ド の文 字 入 力 の ため に ス

テ ップ Ｔ ２ に 戻 る。

【 ００ ５ ５ 】

ス テッ プ Ｔ ７ ： （送 信 指 示 の 有無 判 定 ）

制 御部 ５ ２ は ユ ーザ が 入 力 文 字列 の 送 信 指 示を 行 っ た か否 か を 判 定 し、 送 信 指 示 があ っ た

場 合に は 送 信 バ ッフ ァ に 記 憶 され た 文 字 列 等を 送 信 手 段５ １ － ３ を 介し て サ ー バ 宛、 送 信

さ せる 。

【 ００ ５ ６ 】

［ ユー ザ 登 録 入 力の 例 ］

（ イ）   登録 画 面 の 例

ユ ーザ が イ ン タ ーネ ッ ト で ホ ーム ペ ー ジ を みて コ ン テ ンツ を 利 用 し よう と す る 場 合に ユ ー

ザ 登録 を 要 求 さ れる 場 合 が あ る。 図 ７ は ユ ーザ 登 録 画 面の 一 実 施 例 を示 す 図 で あ り、 登 録

画 面７ ０ に は 郵 便番 号 、 住 所 、氏 名 、 年 齢 、職 業 、 電 話番 号 、 メ ー ルア ド レ ス の 入力 フ ィ

ー ルド ７ １ ～ ７ ７が 設 定 さ れ てい る 。 な お 、記 号 ７ ８ ，７ ９ は ユ ー ザに よ る 確 認 入力 用 の

ボ タン （ 入 力 フ ィー ル ド ） で ある 。 ま た 、 あら か じ め サー バ に 図 ８ に示 す よ う な ＨＴ Ｍ Ｌ

形 式で 記 述 さ れ た入 力 フ ォ ー マッ ト 定 義 フ ァイ ル ８ ０ が作 成 さ れ て おり 、 入 力 フ ォー マ ッ

ト 定義 フ ァ イ ル ８０ に は 後 述 する よ う に 個 々の 入 力 フ ィー ル ド 毎 に 入力 文 字 制 限 が記 述 さ
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れ てい る 。 ま た 、図 ７ に 示 す 登録 画 面 ７ ０ が表 示 さ れ る際 に は Ｈ Ｔ ＭＬ フ ァ イ ル ８０ が サ

ー バか ら 端 末 に 送信 さ れ 、 端 末側 で は Ｈ Ｔ ＭＬ フ ァ イ ルを 解 析 し て 登録 画 面 を 表 示す る と

共 に、 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 形式 で 表 示 さ れた 入 力 フ ィ ール ド 毎 の 入力 文 字 制 限 を解 析 し て そ の結 果 を

作 業用 メ モ リ に 記憶 す る 。

【 ００ ５ ７ 】

（ ロ）   電話 機 か ら の ユー ザ 情 報 の 入力 例

（ １） 図 ７ の ユ ーザ 登 録 画 面 が電 話 機 の 表 示装 置 に 表 示さ れ て い る もの と し て 、 ユー ザ が

郵 便番 号 の 入 力 フィ ー ル ド ７ １に 文 字 を 入 力し よ う と する と 、 文 字 入力 モ ー ド （ 文字 入 力

方 法） が 自 動 的 に「 半 角 数 字 入力 モ ー ド 」 にな る の で 、数 字 キ ー を その ま ま 押 し て郵 便 番

号 を入 力 す る 。

（ ２） 住 所 の 入 力フ ィ ー ル ド ７２ に 文 字 を 入力 し よ う とす る と 、 文 字入 力 モ ー ド が自 動 的

に 「か な 入 力 モ ード 」 に な る ので 、 数 字 キ ーを そ の ま ま押 し て 住 所 を入 力 す る 。

（ ３） 氏 名 の 入 力フ ィ ー ル ド ７３ に 文 字 を 入力 し よ う とす る と 、 文 字入 力 モ ー ド が自 動 的

に 「か な 入 力 モ ード 」 に な る ので 、 数 字 キ ーを そ の ま ま押 し て 氏 名 を入 力 す る 。

（ ４） 年 齢 の 入 力フ ィ ー ル ド ７４ に 文 字 を 入力 し よ う とす る と 、 文 字入 力 モ ー ド が自 動 的

に 「半 角 数 字 入 力モ ー ド 」 に なる の で 、 数 字キ ー を そ のま ま 押 し て 年齢 を 入 力 す る。

（ ５） 職 業 の 入 力フ ィ ー ル ド ７５ に 文 字 を 入力 し よ う とす る と 、 文 字入 力 モ ー ド が自 動 的

に 「か な 入 力 モ ード 」 に な る ので 、 数 字 キ ーを そ の ま ま押 し て 氏 名 を入 力 す る 。

（ ６） 電 話 番 号 入力 フ ィ ー ル ド７ ６ に 文 字 を入 力 し よ うと す る と 、 文字 入 力 モ ー ドが 自 動

的 に「 半 角 数 字 入力 モ ー ド 」 にな る の で 、 数字 キ ー を その ま ま 押 し て氏 名 を 入 力 する 。

（ ７） メ ー ル ア ドレ ス の 入 力 フィ ー ル ド ７ ７に 文 字 を 入力 し よ う と する と 、 文 字 入力 モ ー

ド が自 動 的 に 「 半角 英 字 入 力 モー ド 」 に な るの で 、 数 字キ ー を そ の まま 押 し て 氏 名を 入 力

す る。

【 ００ ５ ８ 】

上 述の 例 の よ う にユ ー ザ が 入 力モ ー ド の 切 り換 え を 行 わな く て も 入 力フ ィ ー ル ド 毎に 自 動

的 に入 力 モ ー ド が切 り 換 え ら れる の で 、 入 力モ ー ド に よっ て 制 限 さ れる 範 囲 の 文 字の み を

入 力す る こ と が でき る 。

【 ００ ５ ９ 】

（ ハ）   「Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 形 式で の 入 力 文 字制 限 記 述 の例 」

図 ８は Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ 形式 で 記 述 さ れた 入 力 フ ォ ーマ ッ ト の 一実 施 例 を 示 す図 で あ り 、 この 例 で

は 、記 号 ８ １ で 示す 郵 便 番 号 入力 定 義 行 は 、"Ｔ ＥＸ Ｔ ／ Ｎ Ｏ"文 字 列 で半 角 数 字 の 入力 を

指 定し 、 記 号 ８ ２で 示 す 住 所 入力 定 義 行 は 、"Ｔ ＥＸ Ｔ ／ Ｋ Ａ ＮＡ"文 字列 で か な の 入力 を

指 定し 、 記 号 ８ ３で 示 す 氏 名 入力 定 義 行 は 、"Ｔ ＥＸ Ｔ ／ Ｋ Ａ ＮＡ"文 字列 で カ ナ の 入力 を

指 定し 、 記 号 ８ ４で 示 す 年 齢 入力 定 義 行 は 、"Ｔ ＥＸ Ｔ ／ Ｎ Ｏ"文 字 列 で半 角 数 字 の 入力 を

指 定し 、 記 号 ８ ５で 示 す 職 業 入力 定 義 行 は 、"Ｔ ＥＸ Ｔ ／ カ ナ"文 字 列 でか な 入 力 を 指定 し

、 記号 ８ ６ で 示 す電 話 番 号 入 力定 義 行 は 、"Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ ／Ｎ Ｏ"文 字列 で 半 角 数字 の 入 力 を 指

定 し、 記 号 ８ ７ で示 す 郵 便 番 号入 力 定 義 行 は、"Ｔ Ｅ Ｘ Ｔ ／Ａ Ｌ Ｓ ／ Ｐ"文 字列 で 半 角 英 字

の 入力 を 指 定 し てい る 。 こ の 例で は 、 サ ー バは 上 述 の よう な Ｈ Ｔ Ｍ Ｌフ ァ イ ル の 作成 手 段

を 備え 、 端 末 は サー バ か ら 送 信さ れ た Ｈ Ｔ ＭＬ フ ァ イ ルの 解 析 手 段 を備 え て い る 。

【 ００ ６ ０ 】

【 発明 の 効 果 】

本 発明 に よ り サ ーバ 側 で あ ら かじ め移 動情 報 端 末 側で 入力 で き る 文 字を 制 限 し て いる の で

、 従来 の よ う に 半角 文 字 の 入 力フ ィ ー ル ド に全 角 文 字 やか な 文 字 が 入力 さ れ る と いっ た よ

う な問 題 が 生 じ ない 。 ま た 、移 動 情 報 端 末側で文 字 入 力 モ ード を 自 動 的 に切 り 換 え るの で

ユ ーザ は 入 力 モ ード の 切 り 換 え操 作 を 意 識 する こ と な くキ ー 入 力 操 作を 実 行で きる こ と か

ら 、移 動 情 報 端 末の 入 力 操 作性 （ つ ま り 、キ ー 入 力 時 の使 い 勝 手 ） が向 上 す る と共 に 、 入

力 時間 を 短 縮 で きる 。

【 図面 の 簡 単 な 説明 】

【 図１ 】 本 発 明 の入 力 文 字 の 制限 方 法 を 適 用し た ネ ッ トワ ー ク シ ス テム の 一 実 施 例を 示 す

図 であ る 。
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【 図２ 】 本 発 明 の適 用 可 能 な サー バ の 主 要 構成 を 示 す ブロ ッ ク 図 で ある 。

【 図３ 】 入 力 文 字制 限 指 定 デ ータ の 一 実 施 例を 示 す 図 であ る 。

【 図４ 】 本 発 明 に基 づ く 入 力 文字 の 制 限 を 行う 場 合 の サー バ 側 の 動 作例 を 示 す フ ロー チ ャ

ー トで あ る 。

【 図５ 】 本 発 明 の適 用 可 能 な 端末 の 主 要 構 成を 示 す ブ ロッ ク 図 で あ る。

【 図６ 】 本 発 明 に基 づ く 入 力 文字 の 制 限 を 行う 場 合 の サー バ 側 の 動 作例 を 示 す フ ロー チ ャ

ー トで あ る 。

【 図７ 】 ユ ー ザ 登録 画 面 の 一 実施 例 を 示 す 図で あ る 。

【 図８ 】 Ｈ Ｔ Ｍ Ｌ形 式 で 記 述 され た 入 力 フ ォー マ ッ ト の一 実 施 例 を 示す 図 で あ る 。

【 図９ 】 従 来 の 入力 方 法 に よ り入 力 フ ィ ー ルド に 生 じ た入 力 ミ ス の 一例 を 示 す 図 であ る 。

【 図１ ０ 】 キ ー ボー ド の 一 実 施例 を 示 す 図 であ る 。

【 符号 の 説 明 】

３   Ｐ ＨＳ 端 末 （ 移 動情 報 端 末 ）

２ ０   コ ン ピ ュー タ 装 置 （ サー バ コ ン ピ ュー タ ）

２ １－ ２   通 信 制御 手 段

２ １－ ３   送 信 手段

２ ５   文 字 制 限指 定 デ ー タ 作成 手 段

５ ０   端 末 装 置（ 移 動 情 報 端末 ）

５ １－ １   受 信 手段

５ １－ ２   通 信 制御 手 段

５ ２   入 力 文 字制 限 制 御 手 段

５ ４   キ ー 入 力手 段

５ ５   解 析 手 段

３ ０、 ８ １ ～ ８ ７  入 力フ ィ ー ル ド 定義 デ ー タ

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】
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【 図 ８ 】 【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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